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図図  22  認認証証・・認認定定数数のの遷遷移移  
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図図  22  認認証証・・認認定定数数のの遷遷移移  
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図図  66  主主なな活活動動分分野野  
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住住所所：：〒693-0001 出雲市今市町 321 番地 3 株式会社島根情報処理センター 内 

関連業務に於いて共同受注体制を構築することにより、会員のビジネ

スチャンスの拡大を図り、販売力・技術力の向上を推進し、域内産業の振興や雇用

の促進、地域活性化に繋げること
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2009 年 4月 17 日（任意団体としては、2008 年 1月 1日立ち上げ） 

北海道における技術系地域コミュニティ (ユーザ会、勉強会等) の活動を支援するとともに、

コミュニティ間の連携イベント企画開催等を通して、地域を盛り上げていく
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33..浮浮かかびび上上ががるる課課題題  
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報報告告書書」」  
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44..目目指指すすべべききココンンソソーーシシアアムムのの将将来来像像  
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22 章章  事事業業ココンンセセププトトのの確確立立  

11..理理念念  

行行  政政  
 

企企  業業  
 

個個  人人  
 

 
形を変えたとしても行政、企業、個人が地域のために尽力するという部分が根底にあり、

三角形のパワーバランスを変えることなく、常に努力し続け歩みを止めないことがコンソ

ーシアムの将来像なのではないか。 
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① 現状はどうなっているか？ 
開催場所、見せ方、方法、広告や宣伝等 
 

② 今後はどうしたいのか？ 
 

●ターゲットとしているメインターゲットは、「            」であり、 
●サービスとして「                        」を提要し、 
ユーザーに対して「                        」の感動を与

える。 
●そして、それをいかのように提供する。 
 
・会員になるのに料金を取るとしたら、その値段は？ 
 
・どこで提供する？どれくらいの頻度で提供する？ 
 
・スタッフは？ 
 
・後方や宣伝はどうする？ 

作成する事業体の事業コンセプトは何ですか？ 

① 現状はどうなっているか？ 
住んでいる地域・場所、年齢層、性別、職業、ライフスタイル、流行 

② 今後はどうしたいのか？ 
現状を維持したまま絞り込む・・・この場合、現状を更に掘り下げていく 

 
 
まったく別のものを考える・・・・別の部分を考える 

① 現状はどうなっているか？ 
メインとなる項目は何か？・・・プログラム言語に特化等 
付属する項目があるか・・・・・言語の習得＋資格取得等 
参加者に対してどんな付加価値を提供できるか・・・仲間づくり、就職等 
 

② 今後はどうしたいのか？ 
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33 章章  具具体体的的ななガガイイドドラライインン  

11..人人（（ひひとと））  
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仲間集めプラットフォーム 
 
TOMOSHIBI（https://tomo-shibi.jp/pages/about/） 
TOMOSHIBI（トモシビ）は、プロジェクト型の仲間集めプラットフォームです。 新し
いサービスや活動・場所など、これから成長するプロジェクトの起案者と参画希望者を

マッチングし、プロジェクトへの関わり方や、スキルを活かす場所をより身近にします。 
 
2020年 12月 25日でサービス終了 
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札札幌幌市市のの研研修修会会場場  

22..物物（（もものの））  
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札札幌幌市市のの研研修修会会場場  

22..物物（（もものの））  

41



  

42



  

43



助助成成金金  

33..金金（（かかねね））  
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33..金金（（かかねね））  
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日本政策金融公庫（https://www.jfc.go.jp/） 

ソーシャルビジネス支援資金（https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/socialbusiness.html）
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44..現現状状分分析析  

①ヒト（資質、ノウハウ、人数等） 
・主体となるメンバー 
・その他のメンバー 
・職場（雰囲気やモチベーション） 
など 

②モノ 
・設備や資産 
・提供するサービス 
・知的財産 
など 

①人（資質、ノウハウ、人数等） 
・主体となるメンバー 
・その他のメンバー 
・職場（雰囲気やモチベーション） 
など 

②物 
・設備や資産 
・提供するサービス 
・知的財産 
など 

③金 
・キャッシュ 
・収益構造 
・コスト構造 
など 

④情報 
・外から情報を得る手段 
・情報システム 
・広告や宣伝等の情報発信手段 
など 

⑤ネットワーク 
・人脈 
・金融機関 
・行政 
・専門家や産業支援機関 
など 

⑤その他無形資産 
・ブランド、のれん 
・業績や実績 
・固有のノウハウや知恵 
・ファン 
など 
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外
部
要
因
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図図  1133  内内閣閣府府 NNPPOO デデーータタベベーースス

22．．NNPPOO ととはは  
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図図  1144  全全国国特特定定非非営営利利活活動動法法人人のの検検索索
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図図  1144  全全国国特特定定非非営営利利活活動動法法人人のの検検索索
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33．．社社団団、、財財団団、、認認定定 NNPPOO 法法人人  

  

 
図図  1155  内内閣閣府府 NNPPOO ホホーームムペペーージジ
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33．．社社団団、、財財団団、、認認定定 NNPPOO 法法人人  

  

 
図図  1155  内内閣閣府府 NNPPOO ホホーームムペペーージジ
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44．．NNPPOO、、財財団団、、社社団団法法人人、、公公益益かか認認定定かかにによよるる違違いい  
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44．．NNPPOO、、財財団団、、社社団団法法人人、、公公益益かか認認定定かかにによよるる違違いい  
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55．．NNPPOO 法法人人設設立立ののメメリリッットト・・デデメメリリッットト  

64



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⼀

55．．NNPPOO 法法人人設設立立ののメメリリッットト・・デデメメリリッットト  
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66．．NNPPOO 法法人人設設立立ののフフロローー  
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66．．NNPPOO 法法人人設設立立ののフフロローー  
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令令和和 22 年年度度「「専専修修学学校校にによよるる地地域域産産業業中中核核的的人人材材養養成成事事業業」」  

札札幌幌（（北北海海道道））ををモモデデルルととししたた地地域域創創生生ののたためめのの IITT 人人材材育育成成とと企企業業連連携携推推進進事事業業  

  

■■実実施施委委員員会会    

◎ 橋本 直樹 吉田学園情報ビジネス専門学校 校長 

 谷口 英司 日本電子専門学校 情報ビジネスライセンス科科長 

 北原 聡 麻生情報ビジネス専門学校 校長代行 

 小幡 忠信 一般社団法人 Ruby ビジネス推進協議会 理事長 

 岡山 保美  株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 取締役  

 宇野 哲哉 株式会社サンクレエ 取締役 開発グループ マネージャー 

 森 正人 一般社団法人北海道 IT 推進協会 相談役理事 

 飯塚 正成 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 専務理事  

 小塚 隆 経済産業省 北海道経済産業局 地域経済部 参事官（情報産業・情報化推進担当） 

 

■■事事業業実実施施分分科科会会  

◎ 岡山 保美  株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 取締役 

 菅野 崇行 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報系学科主任 

 村岡 好久 名古屋工学院専門学校／一般社団法人 TukurouneMono 振興協会 代表理事  

 谷口 英司 日本電子専門学校 情報ビジネスライセンス科科長 

 北原 聡 麻生情報ビジネス専門学校 校長代行 

 宇野 哲哉 株式会社サンクレエ取締役 開発グループ マネージャー 

 森 正人 一般社団法人北海道 IT 推進協会 相談役理事 

 大園 博美 有限会社Ａｒｉｅｓ 代表 

 井上 浩 一般財団法人 Ruby アソシエーション 副理事長 

 高畑 道子 株式会社ＦＭ．Ｂｅｅ 代表取締役社長 

／一般社団法人 Ruby ビジネス推進協議会 副理事長 

 川端 光義  株式会社アジャイルウェア 代表取締役 

／一般社団法人 Ruby ビジネス推進協議会 理事 

 吉岡 正勝 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 

 

■■評評価価委委員員会会  

◎ 飯塚 正成 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 専務理事  

 北原 聡 麻生情報ビジネス専門学校 校長代行 

 高畑 道子 株式会社ＦＭ．Ｂｅｅ 代表取締役社長 

／一般社団法人 Ruby ビジネス推進協議会 副理事長 
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